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「おいしいうどん、もっと食べたいな」「おいしいうどん、もっと食べたいな」
　10月５・６日に開催された「全国まるごとうどんエキスポ　10月５・６日に開催された「全国まるごとうどんエキスポ
2013 in 秋2013 in 秋田・湯沢湯沢」。北海道から九州まで、全国各地の厳選北海道から九州まで、全国各地の厳選
されたご当地うどんを味わおうとされたご当地うどんを味わおうと、県内外から多くの人がつめ県内外から多くの人がつめ
かけましたかけました

「おいしいうどん、もっと食べたいな」
　10月５・６日に開催された「全国まるごとうどんエキスポ
2013 in 秋田・湯沢」。北海道から九州まで、全国各地の厳選
されたご当地うどんを味わおうと、県内外から多くの人がつめ
かけました



2013.10.15
2

2013.10.15
3

冬が来る前に暖房器具の
　　　　　　点検をしましょう！
　暖房器具を使用する季節になりました。し
まっておいた暖房器具は、使用前に点検・清
掃を行い、安全に使用しましょう。
　日ごろのお手入れが、事故や故障の予防、
燃料の節約にもつながります。

■ほこりや汚れを取り、きれいにする
■電源プラグ、コードにキズや破損はないか
　確認する
■古い灯油は使用しない（悪臭や故障の原因
　になるため）
　
※重大事故に至る恐れのある暖房器具につい
て、下記のサイトでリコール情報を確認する
ことができます。

《消費者庁リコール情報サイト》
　http://www.recall.go.jp/

■消費生活に関する相談は・・・
　平日午前8時30分～午後5時
　湯沢市消費生活センター（市くらしの相談課内
　☎72－0874）へ

住民基本台帳カードのお知らせ住民基本台帳カードのお知らせ住民基本台帳カードのお知らせ
○申し込み・問い合わせ　市民課住民班（☎73‒2111
　内線151・152）へ

Ａ．市民課と各総合支所市民サービス班で申請受付と
　　交付を行います。
※ただし、各総合支所では住基カードの即日交付はで
きません。また、市民課でも、代理人申請や身分証明
できるものを持参していない場合（健康保険証しかな
い場合など）は、即日交付はできませんのでご注意く
ださい。

◆印鑑
◆公的機関発行の顔写真付き身分証明書と健康保険証など
◆写真（縦4㎝×横3㎝、6カ月以内、無帽で正面
　向きの無背景）、窓口でも撮影可能
◆手数料　500円

Ａ．住民基本台帳カード（住基カード）は、お住まい
　　の市区町村で簡単に交付が受けられるＩＣカード
　　です。顔写真付きの住基カードは公的な身分証明
　　書としても使えますので、各種手続きで本人確認
　　を求められた際に便利です。また、7月8日から
　　は外国人住民も交付を受けられるようになりました。

Ａ．公的な身分証明書として使えるほか…
　　①公的個人認証サービスの電子証明書と組み合わ
　　せて、インターネットでｅ－Ｔａｘ（国税電子申
　　告・納税システム）などの電子申請が行えます。
　　②湯沢市から他市町村へ転出する際は、郵送など
　　により湯沢市へ転出届を提出することで、転出先
　　市町村窓口において転出証明書の添付を省略した
　　転入手続きができます。
　　③カードを提示することで、市外でも住民票の写
　　しを入手できます。

Ｑ．住民基本台帳カードとは何ですか？　Ｑ．住民基本台帳カードとは何ですか？　

Ｑ．どんなことに使えますか？Ｑ．どんなことに使えますか？

Ｑ．住民基本台帳カードとは何ですか？　

Ｑ．どんなことに使えますか？

外国人住民も交付を受けられます

◎戸籍、住民票の証明書交付請求
◎金融機関での各種手続き
◎携帯電話、クレジットカード等の契約
◎戸籍、住民異動の届出
◎パスポートの発行　                            など

住基カードを身分証明書として利用できる例

申請の際に必要なもの

Ｑ．どうすれば交付を受けられますか？Ｑ．どうすれば交付を受けられますか？Ｑ．どうすれば交付を受けられますか？

　9月28日、100歳の誕生日を迎えた東海林さ
んの自宅を新山豊長寿福祉課長が訪問し、祝
い状とお祝い金を手渡しました。
　東海林さんは長寿の秘訣について「お友達
と仲良くし、いつも明るく、楽しく過ごして
きたこと」と話し、「皆さんのおかげです」
と感謝していました。
　また、100歳になって「今も楽しい。まだま
だ頑張ります」と力強く目標を話していまし
た。

▲100歳の誕生日を迎えた東海林さん

東海林　ケイ
しょうじ

さん （吹張）

おめでとうございます　100歳長寿

ゆたかにいやま

ひけつ

　湯沢市の一般財源収入　172億5,758万円

　24年度は黒字決算なので、湯沢市は該当あ
りませんでした。

　実質赤字比率とは、１年間の湯沢市の一般財源
収入（市民税、普通交付税収入など）に対して、
一般会計等の赤字がどの程度かを示す指標です。

　湯沢市が経営する公営企業（水道事業会計、簡
易水道特別会計、下水道特別会計）の資金不足額
（赤字額）が事業の規模（水道料金、下水道料金
などの営業収入総額）に対してどの程度かを示す
指標です。

　湯沢市が背負っている借金等残高が一般財源収
入の何年分に当たるかを示す指標です。
　比率が高いほど現役世代の負担だけでなく、次
世代へも負担を多く残すことになります。

　湯沢市の一般財源収入のうち、どの程度が借金
返済に充てられているかを示す指標です。
　比率が高ければ財政悪化の要因となり、他の行
政サービスの水準低下を招いてしまいます。

資金不足額比率＝
事業の規模

資金の不足額

一般財源収入

実質赤字
実質赤字比率＝

財
政
健
全
化
判
断
比
率
等
か
ら
見
た
財
政
状
況

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
破
た
ん
を
未
然

に
防
止
す
る
法
律「
地
方
財
政
健
全
化
法
」

に
基
づ
き
、
24
年
度
決
算
の
財
政
健
全
化

判
断
比
率
等
を
公
表
し
ま
す
。

　

24
年
度
の
特
徴
と
し
て
は
、
地
方
交
付

税
な
ど
の
一
般
財
源
収
入
が
増
加
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
実
質
公
債
費
比
率
が

一
・
一
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
土
地
開
発
公
社
の
解
散
に
伴
い
、

債
務
負
担
行
為
に
基
づ
く
支
出
予
定
額
が

大
き
く
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
将

来
負
担
比
率
が
二
〇
・
四
ポ
イ
ン
ト
減
少

し
、
財
政
状
況
が
改
善
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、、
実
質
公
債
費
比
率
、

将
来
負
担
比
率
の
ど
ち
ら
の
財
政
指
標
も

全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
全

会
計
を
通
じ
た
借
入
金
の
抑
制
、
定
員
管

理
計
画
に
基
づ
く
職
員
数
削
減
な
ど
に
よ

る
財
政
健
全
化
を
さ
ら
に
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

□各比率の対象となる会計等

・養護老人ホーム愛宕荘
・皆瀬更生園
・墓地公園

・水道事業
・簡易水道事業
・下水道事業

・国民健康保険
・後期高齢者医療
・介護保険
・介護サービス

一般会計

特
別
会
計

公
営
企
業

※財産区特別会計は除く

広域市町村圏組合等の一部事務組合

地方公社（湯沢市土地開発公社）

第三セクター

資
金
不
足
比
率

将
来
負
担
比
率

実
質
公
債
費
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
赤
字
比
率

24年度決算の財政健全化判断比率等
区　　分 23年度

（％）
24年度
（％） 湯沢市の状況

資金不足比率

　24年度は黒字決算なので、湯沢市は該当あ
りませんでした。

将来負担比率

　国が定める基準値を下回っているものの、
全国平均を38.5ポイント上回っており、収入
に対する借金等残高が多い状況です。

実質公債費比率

　国が定める基準値を下回っているものの、
全国平均を5.1ポイント上回っており、収入
に対する借金返済額が多い状況です。

実質赤字比率
連結実質赤字比率

98.5118.9

14.315.4

全国平均　　     9.2％
湯沢市          14.3％
早期健全化基準　25.0％
財政再生基準　　35.0％

全国平均　　　　60.0％
湯沢市　　　　　98.5％
早期健全化基準　350.0％



　

エ
ク
セ
ル
を
基
本
か
ら
学
び
、
名
簿
や

家
計
簿
を
作
っ
て
み
よ
う
。

○
と　

き　

11
月
11
日
か
ら
12
月
9
日
ま

　

で
の
毎
週
月
曜
日
／
午
後
1
時
30
分
〜

　

3
時
30
分
（
全
5
回
）

○
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
受
講
料　

二
千
円

○
対　

象　

市
内
在
住
の
パ
ソ
コ
ン
操
作

　

初
心
者

○
定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月
21
日

　

㈪
か
ら
、湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
☎

　

73
1
1
3
2
）
へ

　

湯
沢
保
健
所
で
は
、
ふ
れ
あ
い
献
血

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
併
せ
て
、
骨
髄
バ
ン
ク

集
団
登
録
を
実
施
し
ま
す
。
二
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
の
採
血
で
終
わ
り
ま
す
の
で
、
善
意

の
登
録
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

10
月
20
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

　

後
4
時

○
と
こ
ろ　

グ
ラ
ン
マ
ー
ト
湯
沢
イ
ン

　

タ
ー
店

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
保
健
所
健
康
・
予

　

防
課
（
☎
73
6
1
5
5
）
へ

○
と　

き　

10
月
26
日
㈯
午
前
9
時
30
分

　

〜
午
後
2
時

○
と
こ
ろ　

県
立
稲
川
養
護
学
校

○
内　

容　

学
習
発
表
（
小
・
中
学
生
、

　

高
校
生
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
）、
作
業
学

　

習
の
製
品
販
売
、
児
童
生
徒
作
品
展
、

　

障
害
者
福
祉
施
設
に
よ
る
軽
食
販
売

○
問
い
合
わ
せ　

県
立
稲
川
養
護
学
校

　
（
☎
42
4
4
2
4
）
へ

○
と　

き　

10
月
29
日
㈫
／
午
前
9
時
30

　

分
か
ら
11
時
30
分
ま
で
受
け
付
け

○
と
こ
ろ　

湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

○
実
施
内
容　

聴
覚
に
障
が
い
が
あ
る
人

　

の
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
に
関
す
る

　

相
談
、
補
聴
器
の
調
整
・
相
談

○
相
談
料　

無
料

○
持
ち
物　

印
鑑
、身
体
障
害
者
手
帳（
持

　

っ
て
い
る
人
）

○
問
い
合
わ
せ　

市
福
祉
課
社
会
福
祉
班

　
（
☎
73
2
1
1
1
内
線
5
1
6
）
へ

　

検
察
審
査
会
制
度
は
、
交
通
事
故
や
犯

罪
の
被
害
に
遭
っ
た
と
き
、
検
察
官
が
そ

の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
な
ど
、

検
察
官
の
処
分
の
善
し
あ
し
を
審
査
す
る

制
度
で
す
。
有
権
者
の
中
か
ら
く
じ
で
選

ば
れ
、
二
十
六
年
度
の
検
察
審
査
員
候
補

者
に
な
っ
た
人
に
は
、
十
一
月
こ
ろ
に
通

知
書
が
届
き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

大
曲
検
察
審
査
会
事
務

　

局
（
秋
田
地
方
裁
判
所
大
曲
支
部
内
☎

　

0
1
8
7
63
2
0
3
3
）
へ

　

国
土
交
通
省
で
は
、
お
お
む
ね
三
十
年

間
の
河
川
整
備
目
標
と
河
川
整
備
内
容
を

定
め
た「
雄
物
川
水
系
河
川
整
備
計
画（
大

臣
管
理
区
間
）」の
策
定
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。
河
川
整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、

流
域
に
住
む
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聴
き
な

が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

【
雄
物
川
水
系
河
川
整
備
計
画（
素
案
）

の
閲
覧
・
配
布
】

・
と　

き　

10
月
18
日
㈮
〜
11
月
17
日
㈰

・
と
こ
ろ　

市
建
設
課
、
国
土
交
通
省
湯

　

沢
河
川
国
道
事
務
所
ま
た
は
各
出
張
所

※
ご
意
見
の
提
出
方
法
に
つ
い
て
は
、
閲

覧
・
配
布
の
際
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
意
見
を
聴
く
会
】

・
と　

き　

10
月
29
日
㈫
午
後
7
時
〜
9

　

時
・
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

・
入
場
料　

無
料

※
詳
細
は
国
土
交
通
省
湯
沢
河
川
国
道
事

務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ　

国
土
交
通
省
東
北
地
方

　

整
備
局
湯
沢
河
川
国
道
事
務
所
調
査
第

　

一
課
（
☎
73
5
5
4
4
）
へ

　

土
地
は
、
国
民
の
た
め
の
限
ら
れ
た
貴

重
な
資
源
で
す
。
将
来
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、
明
日
の
豊
か
な
暮
ら
し
の
た
め

に
も
、
土
地
の
有
効
利
用
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
豊
か
で
安
心
で
き
る
、

住
み
よ
い
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
、

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
、
土
地
の
有
効
利
用

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

初
心
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

〜
エ
ク
セ
ル
に
挑
戦
〜

2013.10.15
5

10
月
は「
土
地
月
間
」で
す

骨
髄
バ
ン
ク
集
団

登
録
事
業
の
お
知
ら
せ

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

検
察
審
査
会
か
ら
のお

知
ら
せ

雄
物
川
の
こ
れ
か
ら
の

川
づ
く
り
に
つ
い
て
、ご
意

見
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い

国
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

稲　

養　

祭

聴
覚
障
が
い
者
巡
回
相
談

　

十
月
三
十
一
日
㈭
が
納
期
限
の
市
税
は

次
の
と
お
り
で
す
。

○
国
民
健
康
保
険
税　

第
四
期

○
市
県
民
税　

第
三
期

※
納
期
限
ま
で
に
納
入
が
な
い
場
合
は
、

納
期
限
後
二
十
日
以
内
に
督
促
状
を
発
送

し
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

○
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
納
税
班
（
☎
73

　

2
1
1
1
内
線
2
4
1
･
2
4
2
）
へ

　

出
稼
ぎ
手
帳
の
交
付（
更
新
）と
傷
害
保

険
の
加
入（
更
新
）手
続
き
は
随
時
行
っ
て

い
ま
す
。

○
受
付
場
所　

ま
る
ご
と
売
る
課
商
工
労

　

政
班
（
商
工
会
議
所
会
館
2
階
）

○
受
付
時
間　

平
日
午
前
8
時
30
分
〜
午

　

後
5
時
15
分

※
前
年
度
と
同
じ
事
業
所
で
働
く
場
合
で

も
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
就
労
条
件
な
ど
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
問
い
合
わ
せ　

ま
る
ご
と
売
る
課
商
工

　

労
政
班（
☎
73
2
1
1
1
内
線
6
2
3
）

　

へ

　

平
成
十
九
年
国
登
録
有
形
文
化
財
に
登

録
さ
れ
た
山
内
家
住
宅
の
主
屋
（
一
階
旧

店
舗
部
分
）
を
公
開
し
ま
す
。
昭
和
初
期

に
建
て
ら
れ
た
町
家
建
物
の
魅
力
に
触
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。
当
日
は
お
茶
席
を
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
ゆ
っ
く
り
観
覧
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

○
と　

き　

11
月
4
日
㈪
午
前
10
時
〜
午

　

後
3
時

○
と
こ
ろ　

山
内
家
住
宅
（
吹
張
二
丁
目

　

1
―
4
）

※
観
覧
無
料
。
車
で
お
越
し
の
際
は
、
奥

山
印
刷
所（
吹
張
）ま
た
は
湯
沢
保
育
所

（
田
町
）の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育

　

文
化
班
（
☎
42
5
8
1
0
）
へ

○
入
札
予
定
時
期　

11
月
上
旬

○
委
託
内
容

・
業　

務　

湯
沢
・
稲
川
・
雄
勝
地
域
の

　

小
・
中
学
校
、
教
育
施
設
、
各
地
区
セ

　

ン
タ
ー
の
早
朝
除
雪
作
業

・
期　

間　

11
月
中
旬
〜
平
成
26
年
3
月

　

31
日
㈪

・
場　

所　
﹇
湯
沢
地
域
﹈第
1
工
区
〜
第

　

12
工
区
／﹇
稲
川
地
域
﹈第
13
工
区
〜
第

　

17
工
区
／﹇
雄
勝
地
域
﹈第
18
工
区
〜
第

　

19
工
区

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務

　

課
施
設
管
理
班
（
☎
42
5
8
0
6
）
へ

○
公
告
日　

10
月
15
日
㈫

○
入
札
予
定
時
期　

11
月
上
旬

○
委
託
内
容

・
業　

務　

道
路
除
排
雪
業
務
﹇
湯
沢
地

　

域
﹈﹇
稲
川
地
域
﹈﹇
雄
勝
地
域
﹈﹇
皆

　

瀬
地
域
﹈

・
期　

間　

11
月
16
日
㈯
〜
平
成
26
年
3

　

月
31
日
㈪

・
場　

所　
﹇
湯
沢
地
域
﹈第
1
工
区
〜
第

　

6
工
区
／﹇
稲
川
地
域
﹈第
7
工
区
〜
第

　

9
工
区
／﹇
雄
勝
地
域
﹈第
10
工
区
〜
第

　

11
工
区
﹇
皆
瀬
地
域
﹈
第
12
工
区

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月
21
日

　

㈪
ま
で
、
建
設
課
管
理
用
地
班
（
☎
73

　

2
1
1
1
内
線
5
3
5
）
へ

　

森
林
・
林
業
に
関
す
る
疑
問
、
悩
み
事

に
つ
い
て
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
皆
瀬
地
域
】

・
と　

き　

11
月
6
日
㈬
午
前
9
時
〜
11

　

時
30
分

・
と
こ
ろ　

皆
瀬
総
合
支
所

【
稲
川
地
域
】

・
と　

き　

11
月
6
日
㈬
午
後
1
時
30
分

　

〜
4
時

・
と
こ
ろ　

稲
川
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
創

　

製
作
室

【
雄
勝
地
域
】

・
と　

き　

11
月
7
日
㈭
午
前
9
時
〜
11

　

時
30
分

・
と
こ
ろ　

雄
勝
文
化
会
館
研
修
室

※
相
談
会
に
は
雄
勝
広
域
森
林
組
合
の
職

員
も
同
席
し
ま
す
。
ま
た
、
湯
沢
地
域
は
、

農
林
課
林
務
班
で
随
時
、
対
応
し
て
い
ま

す
。

○
問
い
合
わ
せ　

　

農
林
課
林
務
班

　
（
☎
73
2
1
1

 

1
内
線
6
0
8

 

･
6
1
1
）
へ

市
税
は
納
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

出
稼
ぎ
を
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

教
育
関
係
施
設
除
雪
作
業

業
務
委
託
に
係
る
入
札

市
道
除
排
雪
作
業

業
務
委
託
に
係
る
入
札

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
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国
登
録
有
形
文
化
財

「
山
内
家
住
宅
」

一
般
初
公
開

「
森
林
・
林
業
な
ん
で
も

相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す



こ　むろひでゆき

　新しく事業を始めたい人などを対象に、経営知識やノウハウ、経営資源を得るための場を提供し、起
業・創業を支援します。
○と　き　11月17日から12月8日までの毎週日曜日（全4回）
　　　　　午前10時～午後4時
○ところ　湯沢勤労青少年ホーム講習室
○内　容　•起業するに当たり、踏まえておきたい知識の講義
　　　　　•市や県の起業補助金申請書の作成支援
○講　師　小室秀幸さん
　　　　　（株式会社小室経営コンサルタント代表取締役）
○受講料　無料
○定　員　10人（先着順）
○最少催行人数　5人
○申込期限　11月11日㈪
○申し込み・問い合わせ
　まるごと売る課商工労政班（☎73‒2111内線621～623）へ

　新しく事業を始めたい人などを対象に、経営知識やノウハウ、経営資源を得るための場を提供し、起
業・創業を支援します。
○と　き　11月17日から12月8日までの毎週日曜日（全4回）
　　　　　午前10時～午後4時
○ところ　湯沢勤労青少年ホーム講習室
○内　容　•起業するに当たり、踏まえておきたい知識の講義
　　　　　•市や県の起業補助金申請書の作成支援
○講　師　小室秀幸さん
　　　　　（株式会社小室経営コンサルタント代表取締役）
○受講料　無料
○定　員　10人（先着順）
○最少催行人数　5人
○申込期限　11月11日㈪
○申し込み・問い合わせ
　まるごと売る課商工労政班（☎73‒2111内線621～623）へ

の夢に一歩前進してみませんか君

人住民税の特別徴収について ▼事業主の皆さんへ▼個
　県と市町村では、平成26年度から個人住民税（市・県民税）について、特別徴収（給与からの天引き）を
一斉に実施することにしています。
　実施の要件は、所得税を源泉徴収しているすべての事業者が対象となります。
　特別徴収することにより、従業員一人一人の手間が省け、納付忘れを防ぐメリットがあります。ご不
明な点がありましたら、下記へ問い合わせください。
○問い合わせ　税務課市民税班（☎73‒2111内線243～245）へ

給与支払者
（事業主）

給与所得者
（従業員） 市　役　所

①給与支払報告書の提出
　（1月31日まで） ②税額の計算

③特別徴収税額の通知
　（5月31日まで）

④特別徴収税額の通知
　（5月31日まで）

⑤税額の徴収
　（給与支給日）

⑥税額の納入
　（翌月10日まで）

【特別徴収による納税の流れ】
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○
と　

き　

10
月
22
日
㈫
午
前
8
時
30
分

　

〜
午
後
6
時
／
午
前
8
時
15
分
湯
沢
生

　

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
集
合

○
と
こ
ろ　

大
沢
温
泉（
岩
手
県
花
巻
市
）

○
参
加
料　

三
千
五
百
円
（
入
浴
、
昼
食

　

代
含
む
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
各
駅
停
車
で
運
営
す
る

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
の
収
益
金
か
ら

七
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

○
対　

象　

65
歳
以
上
の
人

○
定　

員　

70
人
（
先
着
順
）

○
申
し
込
み　

10
月
18
日
㈮
午
前
10
時
〜

　

午
後
3
時
／
き
っ
さ
こ
（
ビ
ッ
ク
フ

　

レ
ッ
ク
内
）

○
問
い
合
わ
せ　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
各
駅
停

　

車
藤
谷
（
☎
0
9
0
―
7
9
3
0
―
6

 

2
6
2
）
へ

　

平
成
八
年
か
ら
峠
を
有
す
る
六
市
町

（
山
形
県
真
室
川
町
、金
山
町
、最
上
町
、宮

城
県
大
崎
市
、秋
田
県
由
利
本
荘
市
、湯
沢

市
）が
持
ち
回
り
で
、歴
史
と
文
化
の
結
節

点
で
あ
る「
峠
道
」に
着
目
し
、「
峠
サ
ミ
ッ

ト
」
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
三
巡
目
の

今
年
度
が
最
後
の
開
催
に
な
り
ま
す
。
独

自
の
交
流
と
地
域
連
携
に
向
け
、「
峠
が

つ
む
い
だ
ひ
と
・
も
の
・
こ
こ
ろ
の
交
流
」

を
テ
ー
マ
に
、
真
室
川
町
で
開
催
し
ま
す

の
で
、
ぜ
び
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

10
月
27
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

　

後
3
時

○
と
こ
ろ　

▼
産
業
交
流
部
門
＝
午
前
10

　

時
か
ら
大
収
穫
祭
会
場
（
真
室
川
町
役

　

場
駐
車
場
）
▼
文
化
交
流
部
門
＝
午
前

　

11
時
30
分
か
ら
大
収
穫
祭
会
場
（
真
室

　

川
町
役
場
駐
車
場
）
▼
サ
ミ
ッ
ト
部
門

　

＝
午
後
1
時
か
ら
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

　
「
遊
楽
館
」

○
問
い
合
わ
せ　

市
企
画
課
企
画
班
（
☎

　

73
2
1
1
1
内
線
4
3
1
）
へ

　

市
内
に
あ
る
名
所
旧
跡
を
訪
ね
、
実
際

に
体
感
、
見
聞
き
し
、
郷
土
の
貴
重
な
財

産
を
再
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ツ

ア
ー
で
す
。

○
と　

き　

10
月
31
日
㈭
午
前
8
時
45
分

　

〜
午
後
4
時
／
午
前
8
時
30
分
ま
で
湯

　

沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
集
合

○
と
こ
ろ　

三
関
、
高
松
、
稲
庭
方
面
／

　

バ
ス
で
移
動

○
参
加
料　

千
円
（
弁
当
代
）

○
定　

員　

30
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締

　

め
切
り
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月
17
日

　

㈭
〜
19
日
㈯
ま
で
、
湯
沢
観
光
ガ
イ
ド

　

の
会
小
嶋
（
☎
0
9
0
―
7
0
7
8
―

　

0
0
0
9
）
へ

○
と　

き　

11
月
9
日
㈯
午
前
9
時
30
分

　

〜
午
後
3
時
／
院
内
銀
山
異
人
館
前

　
（
Ｊ
Ｒ
院
内
駅
前
）
集
合

○
コ
ー
ス　

院
内
銀
山
異
人
館
↓
瀬
戸
山

　

公
園（
大
山
家
家
臣
従
属
之
碑
）↓
誓
願

　

寺（
マ
リ
ア
観
音
像
）／
約
3
時
間
の

　

ウ
ォ
ー
ク

○
参
加
料　

五
百
円
（
資
料
代
）

※
昼
食
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

11
月
5
日

　

㈫
ま
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
お
が
ち
ふ
る

　

さ
と
学
校
」
会
田（
☎
78
6
0
2
7
）へ

湯
沢「
歴
史
発
見
ツ
ア
ー
」

参
加
者
募
集

院
内
町
巡
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

２
０
１
３

ラ
ス
ト
峠
サ
ミ
ッ
ト

in 

ま
む
ろ
が
わ
Ⅲ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
各
駅
停
車

第
15
回
紅
葉
と　

情
緒
あ
る
湯
め
ぐ
り

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

～ゆざわ市民の森自然観察会とヒラタケ種駒打ち体験～
　森林の持つ役割や重要性、自然環境の保全に対する意識について、
参加者みんなで共有し、森・林・木が森づくりを支えている意識を高
めるために開催します。湯沢の森林について、みんなで考えましょう。

○と　き　11月2日㈯午前9時～午後3時／雨天の場合は観察会と
　　　　　場所が変更になります
○ところ　ゆざわ市民の森（角間沢山地内／湯沢スキー場奥）
○参加料　大人＝700円、子ども＝500円（材料代等／当日徴収）
○定　員　40人（先着順／一般20人と親子10組）
○持ち物　昼食、飲み物、雨具、タオルなど
○日　程　午 前 9 時　ゆざわ市民の森集合
　　　　　午前9時20分　開会式
　　　　　午前9時40分　自然観察会
　　　　　正　　　　午　昼食、自由時間
　　　　　午 後 1 時　ヒラタケ種駒打ち体験
　　　　　午後2時40分　閉会式
　　　　　午 後 3 時　解散
○申し込み・問い合わせ　10月29日㈫まで、農林課林務班
　（☎73-2111内線611）へ

然観察会ときのこ種駒打ち体験
たね こま自
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　臨床心理士橋本まり子先生の協力のもと、心の健康に関する話題を毎月15日号で紹介します。
はしもと こ

●第18回　テーマ 「悪口のラベルを剥がし、自信を持とう」

心のリラックスタイム

9
2013.10.15

　いつも自分で悪口のラベルを貼る癖がついている人は、
ラベルをいったん剥がし、不要なものとしてゴミ箱に捨
てるような感覚で、気持ちをリセットしてみましょう。　

～橋本まり子先生によるこころの健康相談会（完全予約制）～
　広報ゆざわ4月1日号に年間予定表を折り込んでいま
す。予約は随時受け付けているため、希望日がすでに定
員に達している場合がありますので、希望する人は、事
前に下記まで問い合わせください。

～傾聴ボランティア“つながる手の会”によるほっとサロン～
　このサロンは、誰でも自由にお話しできる場所です。
どうぞご利用ください。11月は下記の日程で行います。
時間は午後1時から3時までです。
6日㈬　湯沢勤労青少年ホーム1階娯楽室
13日㈬　雄勝文化会館オービオンふるさとホール

○申し込み・問い合わせ　健康対策課保健推進班
　（☎73‒2111内線134～136）へ

　悪口のラベルとは、自分自身に対して言う悪口のこと
です。
　皆さんは、無意識のうちに、「私は頭が悪い」、「私は片
付けられない」 など悪口のラベルを貼っていませんか。
　悪口のラベルを貼ると 「自分では何も変えられない」、
「どうにもならない」 という気分になり、物事に対して
否定的な見方をするようになります。
　自分が嫌になる言葉を自分に向けて言っていませんか。
周囲の人から言われる悪口と同様に、悪口のラベルは自
分自身を傷付けてしまいます。嫌になる言葉を言っても
無意味なのは、悪口のラベルは解決する手立てを教えて
くれないからです。自分自身に悪口のラベルを貼るので
はなく、むしろその状況を順を追って整理するように努
め、自分を悩ませる行動・出来事を特定してみましょう。
　いったん問題が明確化されたら、それを解決しようと
取り組むための現実的かつコントロールできる計画を立
て、行動に移してみます。もし、行動に移せないようで
あれば、思い切って、その出来事に関することを一切考
えないようにするというのも一つの手段です。

　地域包括支援センターでは、認知症の人を支えている家族が集い、介護する上で
の苦労やノウハウなどを情報交換することで、介護している家族の身体的・精神的
負担の軽減につながることを目的にした「ささえ愛懇談会」を開催しています。
　今回は、認知症の人を介護している家族の思いをお知らせします。

　あなたの大切な人が認知症と診断されたら、さま
ざまな思いが胸をよぎるでしょう。認知症の人を介
護している家族には、前向きに取り組んでいる人も
いれば、悩みや辛い思いを抱えて
いる人もいます。ねぎらいの言葉
を一声掛けることでぐっと楽にな
ることがありますので、認知症の
人には、もちろんのこと、家族に
も周囲の理解と支援が必要です。

　認知症は単なる老化現象ではなく、脳の障がいが原因でおこる病気（症状）です。
誰もが認知症になる可能性があります。このコーナーでは、認知症についての情報
を提供します。
　　　　　◎問い合わせ　地域包括支援センター（☎73－2111内線260～268）へ

　「ささえ愛懇談会」は、今年度も開催を予定して
います。詳細は、上記へ問い合わせください。
　「ささえ愛懇談会」は、今年度も開催を予定して
います。詳細は、上記へ問い合わせください。

・認知症の義母を介護していると、同じことを何度も言
　われる。怒っては駄目、心穏やかにと分かってはいる
　のだが、つい大きなため息が出てしまう。夫に「（ため
　息が）癖になるよ」と注意されている。

・認知症の母を介護するため仕事を辞めたのに、知人か
　ら「怠けているのではないか」と言われてショックだった。

・介護者の私が目の手術をすることになり、認知症の夫
　は初めて短期入所を利用した。ケアマネジャーが前後１
　日余裕をもって利用日の設定をしてくれたのが、すご
　くありがたかった。片方の目の手術も今後控えている
　が、心の余裕ができた。
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　年金機構から皆さんに送付される通知書は、時期や年齢
などによっていろいろな種類がありますが、今回は毎年届
く主なものについて紹介します。
①ねんきん定期便
【概要】これまでの年金加入記録を確認するとともに、年
　　　　金制度に対する理解を深めてもらうためのもの
•送付対象者：国民年金および厚生年金保険に加入してい
　　　　　　　る人
•送 付 時 期：毎年の誕生月（1日生まれの人は、誕生日
　　　　　　　の前月。例：10月1日生まれ＝9月に送付）
②年金振込通知書・年金額改定通知書
【概要】毎年6月に、1年分の 「年金支払額」 などをまと
　　　　めてお知らせするもの
•送付対象者：年金をもらっている人
•送 付 時 期：毎年6月上旬ころ
③公的年金などの受給者の扶養親族等申告書
【概要】所得税の課税対象となる人から、所得税額計算の
　　　　際の各種控除額の算出のもとになる 「扶養親族等
　　　　申告書」 を提出してもらうためのもの

•送付対象者：老齢または退職を支給事由とする年金をも
　　　　　　　らい、受け取っている年金額が65歳未満で
　　　　　　　108万円以上、65歳以上で158万円以上ある
　　　　　　　人 
•送 付 時 期：毎年10月下旬ころ
④社会保険料（国民年金保険料）控除証明書
【概要】年末調整または確定申告時に必要となる、国民年
　　　　金保険料納付額を証明するもの
•送付対象者：毎年1月1日から12月31日までの間に、国
　　　　　　　民年金保険料を納付した人（被保険者本人
　　　　　　　宛）
•送 付 時 期：毎年11月初旬ころ
⑤公的年金等の源泉徴収票
【概要】前年中に支払われた年金の金額や源泉徴収された
　　　　所得税額などをお知らせするもの
•送付対象者：老齢または退職を支給事由とする年金をも
　　　　　　　らっている人
•送 付 時 期：毎年1月上旬ころ

○問い合わせ　大曲年金事務所お客様相談室
　　　　　　　（☎0187‒63‒2299）へ

年金機構から届く通知書について年金機構から届く通知書について

●人口
　 男
　 女

50,040人
23,816人
26,224人

………
………
………

（－40人）

（－ 6人）

（－34人）●世帯数 18,266世帯… （＋5世帯）

前月比

前月比
9月末現在
人口と世帯数の動き人口と世帯数の動き

◎申請は余裕を持って
　パスポートは、申請日から数えて土・日曜日、
祝日、年末年始を除いて9日目以降に交付が可
能になります。旅行日程などを考慮して、余裕
を持って申請してください。
　お急ぎの場合や必要書類については下記まで
問い合わせください。
【取扱時間】
　平日午前8時30分～午後5時
※過去にパスポートを取得したことがある人は、
県庁に照会が必要な場合もあります。午後5時
を過ぎると県庁に照会できなくなりますので、
時間に余裕を持ってお越しください。
【窓　口】
　くらしの相談課パスポート窓口
　（☎73‒2111内線124）

パスポート窓口
　　　　  お知らせ

からのパスポート窓口
　　　　  お知らせ

からのパスポート窓口
　　　　  お知らせ

からの
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　第37回ピティナ・ピアノコ
ンペティション全国決勝大会
でソロＢ級（小学4年以下）に
出場し、銀賞に輝きました。
　小形くんは 「上手に演奏す
る人がたくさんいて緊張した。
選ばれると思っていなかった
ので、受賞にはびっくりした。
今度は金賞が取れるように頑
張りたい」 と話していました。

お がた ぜん

（三関小学校4年）
くん小 形　 　然

第37回ピティナ・ピアノコ
ンペティション全国決勝大会

■第37回ピティナ・ピアノ
　コンペティション全国決勝大会
　8月18日～21日
　（東京都渋谷区／津田ホールほか）
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お勧めします
個別マッチング

事業

男女共同参画・少子化対策
通信

○個別マッチング事業
　登録者数が、8月末現在で1,791人（男性：1,152人／女性：
639人）、これまでの成婚者数は141人に上ります。
　コーディネーターが登録からお付き合いまで親切に助言し
ます。安心してご相談ください。※個人情報は厳守します。

真剣に結婚を考えている人必見！
「あきた結婚支援センター」で出会いを！

④コーディネーターがお
　互いの気持ちを確認。
　双方がお付き合いを希
　望した場合にカップル
　成立となり、交際がス
　タートします

③相手の了解を得たら、
　センターで直接会っ
　てお話ししてみます
　（コーディネーター
　も同席してアドバイ
　スします）

②センターにあるパ
　ソコンを使って、
　自分が希望する
　相手を探します

①会員登録をします
　（登録料１万円／
　３年間有効）
※事前に電話をして
から、支援センター
においでください。

○申し込み・問い合わせ　　０８００－８００－０４１３
　メルマガ登録（無料）による出会いイベント情報の配信をして
いますのでご利用ください。

▽ホームページアドレス：http://www.sukoyaka-akita.com

△

メルマガ登録は
　こちらから

　　　　　　　　・・・・
市内の会社で働く独身男女の交流会

誘致企業・地元企業間
異業種交流会
～情熱のまちゆざわ・今、話題のスペインバル料理
　とおいしいお酒で乾杯！～

と　き　11月1日㈮ 午後7時～9時／6時30分開場
ところ　湯沢ロイヤルホテル
チケット　１人3,000円△

市内にお勤めの独身男女（20歳以上）が対象です。△

会社単位（2人以上10人以内）で申し込みください。

□チケット申し込み・問い合わせ
　Yuzawa出会い隊事務局（男女共同参画・少子化対策
　室☎73－2111内線438）

チケット
限定150枚
発売中！

入 場 無 料 ぜひお越しください

子ども向け人気工作番組で活躍
まさとくぼた

久保田雅人さんの
子育ての話と
工作教室
【子育てを楽しくハッピーに！！】

と　き　11月16日㈯　午後2時～4時
ところ　湯沢雄勝広域交流センター
◇ハサミとホチキスを持参ください。
◇無料託児所あり（申し込みが必要です）

□無料託児所申し込み・問い合わせ
　社会福祉法人いなかわ福祉会事務局（☎42－2557）
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▲雄勝中央病院ＤＭＡＴの応急救護活動

▶消防防災航空隊なまはげによるけが人の救出搬送

▼皆瀬小学校での火災を想定した救出訓練

▲阿部副市長に試作品の説明を行う生徒たち▲院内小学校児童と有志による院内銀山おどり

▲会場内は笑顔と笑い声で溢れ、和やかな雰囲気でした

▲駒形保育園園児による「よさこい」演舞が披露されました
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山ブドウの紫、鮮やかに
湯沢翔北高等学校試作品報告

　9月19日、湯沢翔北高等学校生徒たちが湯
沢市役所を訪れ、山ブドウの原液をメイン食
材とした料理5品の試食会を行いました。
　市が昨年度から取り組んでいる「チャレン
ジ山ブドウ栽培事業」をきっかけに同校が山
ブドウを使った料理のレシピを考案。山ブド
ウの原液で稲庭うどんを鮮やかな紫色に色付
けし、味付けした油揚げに入れたいなり寿司
風うどんや山ブドウラッシーなどを試食した
阿部副市長は「地場産業の活性化のためにも
若い力で湯沢を盛り上げ、向上心を持ち、こ
れからも取り組んでほしい」と話していました。

【駒形町自治区敬老会】
　9月16日の「敬老の日」にちなみ、市内各地
域では地域の高齢者を対象とした敬老会が行わ
れました。市の70歳以上の人は、今年度70歳と
なる人も含め、4月１日現在で13,683人、最高
齢は110歳（湯沢地域／女性）です。
　駒形地区では、9月18日に「駒形町自治区敬
老会」が駒形小学校体育館で行われ、今年度72
歳以上となる対象者120人が参加しました。
　会では、駒形保育園園児による「よさこい」
演舞に続き、駒形小学校児童による歌が披露さ
れました。また、児童全員で手作りした「しお
り」を小学5・6年生が参加者に手渡ししてい
ました。その後、駒形のシンボルマークの発表
と表彰などが行われ、和やかな雰囲気の中、参
加者の拍手と笑い声が体育館に響いていました。

【愛宕地区敬老会】
　9月27日、愛宕地区「健康長寿を祝う会」が
市内ホテル行われました。
　当日は、70歳以上の対象者498人中、121人が
参加。会では、初となる愛宕幼稚園の園児によ
る歌や踊りが披露されました。園児らは「いつ
までも長生きしてください」と呼びかけ、会場
からは盛んに拍手が送られていました。
　会場内では、久しぶりに会う友人と話したり、
酒を酌み交わしたりするなど終始和やかな雰囲
気で、再会とお互いの健康を祝っていました。

往時の繁栄をしのんで
院内銀山まつり

長寿を祝う
市内各地域で敬老会を開催

　9月21日、院内銀山跡で「院内銀山まつり」
が開催されました。
　このまつりは、明治14年に明治天皇が院内
銀山を訪れ、五番坑（御幸坑）を視察した全
国鉱山記念日の9月21日に毎年行われていま
す。
　当日は、共葬墓地で行なわれた供養祭に続
いて、金山神社で例大祭が行われ、院内小学
校児童によるみこし奉納や院内銀山おどり奉
納が行われました。

身近な連携、防災意識の高揚
平成25年度湯沢市雄勝郡総合防災訓練

　平成25年度湯沢市雄勝郡総合防災訓
練が、皆瀬地域を会場に行われ、消防
関係者や関係団体、地域住民など約450
人が参加しました。この訓練は、関係
機関と地域住民が連携して訓練を行う
ことで、災害発生時の防災活動が円滑
に行われること、防災意識の向上を図
ることを目的に毎年行われているもの
です。
　午前9時、秋田・宮城・岩手の県境
付近で地震が発生。湯沢市で震度6強
を観測し、建物の倒壊や火災が発生し
たとの想定で訓練開始。
　小安峡温泉では、旅館から出火した
との想定で、消防本部消防隊と消防団
による消火訓練や、旅館従業員による
宿泊客の避難訓練が、とことん山キャ
ンプ場では、周辺林道での土砂崩れに
より、観光客が孤立したとの想定で、
県消防防災航空隊なまはげによる救助
訓練が行われました。
　また、特別養護老人ホームでは、消
防隊・救急隊と雄勝中央病院ＤＭＡＴ
（ディーマット）が連携した応急救護
活動の他、女性消防団や地域住民によ
る炊き出し訓練を、皆瀬小・中学校で
は、児童・生徒の避難訓練や、特別救
助隊による救出訓練が行われました。
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▲9月3日、湯沢市雄勝郡総合防災訓練にて、非常食の試食を
　する齊藤市長

58,690

項　　　目
内　　　　　訳 件数・個数 金額（円）

9月分

合　　　計 17

3 18,490接　遇　費 第16回秋田県喜多流・仕舞大会開催
御祝金ほか

第30回ダリア展示会への優秀賞寄贈

0 0餞　　　別

10,0001慶　弔　費 香典

贈答用特産品（稲庭うどん） 12 25,200贈 答 品 代

0 0行事出席等の会費

1 5,000協　賛　費

市長日誌（9月）

交際費報告

2日（月） 9月定例議会

4日（水） 9月定例議会

5日（木） 9月定例議会

6日（金） 9月定例議会、第32回湯沢雄勝北都会講演会

3日（火） 湯沢市雄勝郡総合防災訓練

11日（水） 幡野地区敬老会

9日（月） 雄勝中央病院運営委員会
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催
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と
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。
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。
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叶
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。
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催
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の
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光
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元
気
の
「
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「
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本
気
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「
気
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、
景
気
の
「
気
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も
、
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気
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の
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。

　

「
も
の
の
考
え
方
」
、
「
心
の
在
り
方
」
、
「
気
持
ち
の
持
ち
方
」
も
プ
ラ
ス

思
考
が
大
事
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

12日（木） 弁天地区敬老会

16日（月） 湯沢西地区自治協議会主催敬老会、ｂｊリーグ2013‒2014
プレシーズンゲーム

17日（火） 自殺予防講演会

18日（水） 駒形地区敬老会、山田地区敬老会、日独交流中学生派遣
事業訪問団結団・壮行式

19日（木） 三関地区敬老会

20日（金） 9月定例議会、雄物川上流四堰改修促進協議会他要望会

21日（土） 農産物直売所郷の駅いなにわオープンセレモニー

13日（金） 横堀地区敬老会、須川地区敬老会

22日（日） 湯沢駅西自治区敬老会

24日（火） 雄物川上流四堰改修促進協議会他要望会（～25日、仙台
市・東京都）

27日（金） 定例記者会見、愛宕地区「健康長寿を祝う会」

26日（木） 釧路訪問団による表敬訪問、日独交流中学生派遣事業訪
問団出発式、湯沢南部地区「敬老のつどい」、姉妹都市
提携50周年記念釧路市訪問団歓迎交流会

30日（月） 高速道路の早期整備に係る県・市町村および商工団体の
協働要望会、首都圏企業訪問

さ
か　

い

よ
し

の
り
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9月30日届け出分まで

■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。
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深 堀 １ 区

田 畑 中 山

岡　　　田

田 町 第 ２

須　　　川

久　根　合

深 堀 １ 区

柳 町 第 ２

六 日 町 上

杉沢新所上

外前森第３
■皆瀬地域

年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

久　保　３

中　町　２

日　吉　２

大　　　沢

張　　　山

新　　　処

94

83

73

87

97

83

9.16

9.16

9.29

9.29

9.29

9.30

斗　雄

直　史

喜司夫

由　晴

本　人

ユ　キ

9月30日届け出分まで

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

そうたろう　

　　　はる

みねさだ

ことね

　　　ぜん

大 山 蒼太郎くん

藤 原　　 暖くん

佐 藤　峰 禎くん

佐々木 琴 音ちゃん

半 田　　 旋くん

9. 8

9.10

9.11

9.18

9.22

掵　　　上

光　陽　台

清水町第８

下　倉　内

中 川 原 １

●稲川地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

そうすけ

根 元　奏 輔くん

佐 藤　え まちゃん

9.14

9.17

梺　　　３

中　野　２

豊道さん・典子さん

基音さん・智美さん

●雄勝地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

いつと

菅 野　壱 澄くん 9.11 上　寺　沢仁馬さん・梨沙さん

シャイントピアみなせ

湯　　　元

菅　　　生

藤　　　倉

81

79

91

97

9.14

9.17

9.21

9.25

本　人

本　人

勝　郎

儀　平

鑛　三

一　夫

喬　治

公一郎

耕　一

秀　保

三　郎

力郎さん・裕紀子さん

卓也さん・尚子さん

健悦さん・詔子さん

義隆さん・征子さん

晋さん・香さん

本　人

祥　江

一　郎

武　志

沼 澤　政 美さん
佐々木 竹 治さん
齋 藤　タ カさん
藤 𠩤 ツネヨさん

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

堺　　　１

愛　宕　町

内　　　町

白　銀　町

中　　　泊

泉　　　沢

65

75

82

81

68

87

9.18

9.18

9.18

9.20

9.20

9.25

千代子

利　男

タ　エ

德　藏

直　樹

本　人

丹 羽　　 孝さん
高 橋　和 子さん
齋 藤　政 好さん
髙 𣘺　千 賀さん
柴 田　孝 一さん
齋 藤　リ ヱさん

沼 澤　洋 二さん
佐 藤　糸 子さん
藤 原 喜美子さん
武 藤 ミチ子さん
地 主　ト ミさん
佐 藤 睦之助さん
佐々木 和 子さん
泉　　　　郁さん
髙 橋　ミ ツさん
佐 藤 八重子さん
阿 部　サ ヨさん

髙 橋　ミ ツさん
佐 藤　雄 祐さん
古 関　　 禮さん
佐 藤 キヨノさん
日 野 トメヨさん
藤 原　七 郎さん
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